


平成21年 11 月 議 会 だ よ り 第18号　(2)

○
七
戸
町
立
小
学
校
及
び
中
学

校
プ
ー
ル
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
学
校
プ
ー
ル
施
設
の
老
朽
化

に
伴
い
、
使
用
す
る
児
童
生
徒

の
安
全
上
、
町
営
プ
ー
ル
を
利

用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
七
戸
町

立
小
学
校
及
び
中
学
校
プ
ー
ル

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

☆
原
案
可
決

○
七
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
給
付
条
例
の
一
部
改
正

　
青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
事
業
実
施
要
領
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

☆
原
案
可
決

○
七
戸
町
乳
幼
児
医
療
費
給
付

条
例
の
一
部
改
正

　
少
子
化
対
策
並
び
に
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
現
行
の

所
得
制
限
を
引
上
げ
、
医
療
費

の
助
成
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
り
受
給
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
乳
幼
児
の
保
健
及

び
出
生
育
児
環
境
の
向
上
を
図

る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
健
康
保
険
法
及
び
そ

の
他
の
医
療
保
険
各
法
並
び
に

関
係
省
令
の
改
正
に
よ
り
、
青

森
県
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事

業
実
施
要
領
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

☆
原
案
可
決

○
七
戸
町
子
ど
も
医
療
費
給
付

条
例
の
制
定

　
少
子
化
対
策
並
び
に
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
医
療
費

の
助
成
対
象
を
中
学
生
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

☆
原
案
可
決

○
七
戸
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
平
成
　２１

年
５
月
　
日
に
公
布
さ
れ
、
出

２２

産
育
児
一
時
金
等
の
支
給
額
を

４
万
円
引
き
上
げ
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

☆
原
案
可
決

○
七
戸
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

☆
原
案
可
決

○
七
戸
町
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
新
た
に

２０

「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
平
成
　２１

年
８
月
１
日
か
ら
「
高
額
介
護

合
算
療
養
費
」
の
支
給
事
務
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
助

成
額
か
ら
控
除
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

☆
原
案
可
決

○
七
戸
町
土
地
改
良
事
業
（
災

害
復
旧
事
業
）
の
施
行

　
平
成
　
年
６
月
６
日
か
ら
７

２１

日
に
か
け
て
の
大
雨
災
害
に
よ

り
、
被
災
し
た
農
地
及
び
農
業

用
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
を
施

行
す
る
た
め
の
も
で
す
。 

○
平
成
　
年
度
七
戸
町
財
政

２０

　
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

☆
報
　
　
告

○
教
育
予
算
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
書

☆
採
　
　
択

○
教
育
予
算
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書

☆
原
案
可
決

九
月定例

会
　
平
成
　
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
２
日
に
開
会
し
、
三
上
正
二
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の
と

２１

お
り
、
会
期
を
　
日
ま
で
の
　
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

１１

１０

　
２
日
は
、
今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
８
日
は
一
般
質

問
（
８
人
）、
９
日
、　

日
は
平
成
　
年
度
各
会
計
の
決
算
審
査
、
最
終
日
の
　
日
は
議
案
審
議

１０

２０

１１

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
さ
れ
予
定
ど
お
り
閉
会
し
ま
し
た
。

議
　
案

議
　
案

報
　
告

報
　
告

※（　）内の号数は、補正予算の回数を表します。

予算総額補　正　額　　→区　　　分

106億 8,800万 0千円8,300万0千円 →一　般　会　計（第２号）

23億4,742万 3千円1,722万7千円 →国民健康保険（第２号）

特
　
別
　
会
　
計

3,151万 5千円1,396万8千円 →老　人　保　健（第２号）

2億 9,075万 3千円△　141万9千円 →後期高齢者医療（第２号）

18億 6,406万 4千円3,526万4千円 →介　護　保　険（第２号）

1,334万 9千円△　　4万6千円 →介護サービス（第１号）

260万 0千円△　　2万2千円 →七戸霊園事業（第１号）

7億3,169万 0千円2,388万0千円 →公共下水道事業（第２号）

平成 21 年度 9月補正予算 請
　
願

請
　
願

発
　
議

発
　
議



平成21年 11 月議 会 だ よ り(3)　第１8号

○
七
戸
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　
職
員
の
不
祥
事
件
の
引
責
と

し
て
、
町
長
の
給
料
月
額
　
分
１０

の
１
を
３
ヶ
月
間
及
び
副
町
長

の
給
料
月
額
　
分
の
１
を
２
ヶ

１０

月
間
減
額
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

☆
原
案
可
決
 

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
七
戸
町
地
域
情
報
通

信
基
盤
整
備
工
事
）

　
七
戸
町
地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

締
結
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

☆
原
案
可
決
 

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
南
・
北
駅
前
広
場
外

シ
ェ
ル
タ
ー
建
築
工
事
）

　
南
・
北
駅
前
広
場
外
シ
ェ
ル

タ
ー
建
築
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
締
結
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

☆
原
案
可
決
 

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
七
戸
町
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
建
築
工
事
）

　
七
戸
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

建
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

締
結
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

☆
原
案
可
決
 

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
七
戸
町
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
機
械
設
備
工
事
）

　
七
戸
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

機
械
設
備
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
締
結
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

☆
原
案
可
決

  反
対
討
論

佐
々
木
寿
夫
　
議
員

　
平
成
　
年
度
予
算
の
中
で
乳

２０

幼
児
の
医
療
費
を
無
料
に
し
た
、

あ
る
い
は
、
灯
油
へ
の
助
成
事

業
、
穀
物
の
高
騰
に
よ
る
助
成

事
業
、
さ
ら
に
は
、
お
年
寄
り

に
対
す
る
火
災
報
知
器
設
置
の

補
助
事
業
な
ど
、
町
民
生
活
の

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
に
わ
た

る
ま
で
細
か
な
予
算
執
行
を
な

さ
れ
て
い
る
、
こ
う
い
う
点
に

お
い
て
は
私
は
大
変
良
い
所
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
く
つ
か

の
問
題
点
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
一
つ
は
町
づ
く
り
の

問
題
点
、
七
戸
町
の
あ
の
商
店

街
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
現
状

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
手
を

打
っ
て
町
づ
く
り
を
し
て
い
る

の
か
。
一
生
懸
命
努
力
を
し
て
、

今
年
も
つ
つ
じ
祭
り
な
ど
で
は

毎
年
参
加
者
は
増
え
て
き
て
は

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
商
店
街

の
再
生
に
は
手
を
打
て
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は

観
光
商
業
を
中
心
の
町
に
す
る

の
か
、
あ
る
い
は
高
齢
者
安
心

生
活
ゾ
ー
ン
を
重
視
し
た
町
づ

く
り
に
す
る
の
か
、
あ
る
い
は

そ
の
両
方
を
追
求
し
て
い
く
の

か
の
方
向
も
定
ま
っ
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
二
つ
目
の
問
題
は
、
農
業
に

つ
い
て
審
議
の
中
で
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
の
販

売
戦
略
が
無
い
の
で
は
な
い
か
、

こ
の
よ
う
な
事
も
こ
の
予
算
の

執
行
の
中
か
ら
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
雇
用
対
策
に
つ
い
て

も
、
国
か
ら
の
補
助
は
出
て
、

土
木
事
業
等
に
は
莫
大
な
予
算

を
使
っ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
産
業
は
増
え
て

い
ま
す
が
、
新
規
雇
用
の
改
正

に
は
手
を
打
た
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
国

保
税
は
や
は
り
高
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
手
が

打
た
れ
て
い
な
い
、
従
っ
て
本

当
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
予
算

は
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

言
っ
た
よ
う
な
理
由
か
ら
、
私

は
今
回
の
決
算
に
は
反
対
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  賛
成
討
論

盛
田
恵
津
子
　
議
員

　
経
済
不
況
で
税
収
の
低
下
は

免
れ
な
い
が
、
職
員
一
同
努
力

の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
国
保
税
の
徴
収
率
は
　
％
以

９３

下
に
な
り
交
付
税
の
減
額
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
残
念
で

す
が
、
な
お
一
層
頑
張
っ
て
頂

き
た
い
。
特
別
会
計
や
一
般
会

計
実
質
収
支
額
で
４
０
０
０
万

円
の
基
金
が
で
き
た
こ
と
は
評

価
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
今
般
の
平
成
　
年
度

２０

七
戸
町
の
各
会
計
歳
入
歳
出
の

決
算
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

平成20年度各会計歳入歳出決算
決算審査特別委員会

賛成多数で決定（賛成 14、反対1）

　
８
月
　
日
開
会
さ
れ

２４

た
第
４
回
臨
時
会
は
、

議
案
５
件
が
上
程
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
。

僣
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委
員
長田

　
嶋
　
輝
　
雄

副
委
員
長

附
　
田
　
俊
　
仁

代
表
監
査
委
員

野
　
田
　
幸
　
子

決

算

審

査

特
別
委
員
会

9
月
2
日
・
9
日
・
　
日
10

歳　入　　　　101億 3,129 万 7,493 円歳　出　　　　　　97億5,411万899円

歳　　　　　　出歳　　　　　　入
予算現額区　　分

※ 2 不用額翌年度繰越額支出済額※ 1 収入未済額収入済額

41,664,101852,356,0009,754,110,899600,171,42110,131,297,49310,648,131,000平成 20 年度

37,785,850444,531,0008,887,143,150328,597,9608,983,257,6569,369,460,000平成１9 年度

3,878,251407,825,000866,967,749271,573,4611,148,039,8371,278,671,000差　引　額

※ 1　収入未済額 ＝ 見込んだ収入額と実際の収入額との差額　　※ 2　不用額 ＝ 経費の節減等により支出が減となった額

　歳　入 101 億 3,129 万 7,493 円
　歳　出 97 億 5,411 万 899円
　差引額 3億 7,718 万 6,594 円
◎差引額のうち4,000 万円を基金に繰入

監査委員審査意見
　審査に付された各決算は、関係諸帳簿及び証書類と照合した結果、計数に誤りがなく適切に処理されているものと
認めました。しかし、町税、国民健康保険税及び税外諸収入の収入未済額が年々増加の傾向にあることを踏まえ、賦
課徴収の公平性の観点からも、徴収率向上のため、なお一層の厳しい対応を望みます。また、職員による公金の不祥
事が発生したことは甚だ遺憾である。

19億 4,625万8,267円自 主 財 源

13億2,333万5,054円町 税

1億4,251万1,416円繰 入 金

1億3,801万9,636円分 担 金 及 び 負 担 金
そ

の

他

8,741万2,582円使 用 料 及 び 手 数 料

9,000万9,473円財 産 収 入

133万8,000円寄 附 金

6,611万4,506円繰 越 金

9,751万7,600円諸 収 入

81億 8,503万9,226円依 存 財 源

45億7,488万5,000円地 方 交 付 税

21億1,576万9,226円国 ・ 県 支 出 金

10億3,950万8,000円町 債

2億135万3,000円地 方 譲 与 税
そ

の

他

531万7,000円利 子 割 交 付 金

100万5,000円配 当 割 交 付 金

26万2,000円株式等譲渡所得割交付金

1億5,901万5,000円地 方 消 費 税 交 付 金

6,607万5,000円自動車取得税交付金

1,811万1,000円地 方 特 例 交 付 金

373万9,000円交通安全対策特別交付金

11億4,086万9,455円総 務 費

15億1,521万2,328円民 生 費

8億6,508万7,235円衛 生 費

16億2,586万6,902円土 木 費

10億1,884万8,076円教 育 費

14億2,337万5,909円公 債 費

10億 6,215万839円諸 支 出 金

9,762万9,907円議 会 費

110万5,820円労 働 費

2億8,898万1,622円農 林 水 産 業 費

2億3,804万6,868円商 工 費

3億1,127万9,982円消 防 費

1億6,565万5,956円災 害 復 旧 費

（円）

（円） （円）
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◎ 国民健康保険

◎ 老人保健

◎ 後期高齢者医療

◎ 介護保険

◎ 介護サービス事業

◎ 七戸霊園事業

◎ 公共下水道事業

◎ 農業集落排水事業

◎ 水道事業

支　　　　　　　　出収　　　　　　入
予 算 現 額区　　　分

不 用 額決算額(税抜)決算額(税込)決算額(税抜)決算額(税込)

52,079,506238,129,061240,832,494285,868,461299,443,129292,912,000平成 20年度

44,113,202246,519,134249,156,798287,539,028301,183,164293,270,000平成１9 年度

7,966,304△ 8,390,073△8,324,304△1,670,567△ 1,740,035△358,000差　引　額

（単位：円）

歳　　　　　　　　出歳　　　　　　入
予 算 現 額区　　　分

不 用 額翌年度繰越額支 出 済 額収入未済額収 入 済 額

67,095042,759,9052,003,11242,864,13942,827,000平成 20年度

7,370046,567,6301,600,89046,568,40146,575,000平成１9 年度

59,7250△3,807,725402,222△ 3,704,262△3,748,000差　引　額

（単位：円）

歳　　　　　　　　出歳　　　　　　入
予 算 現 額区　　　分

不 用 額翌年度繰越額支 出 済 額収入未済額収 入 済 額

44,8600663,631,1406,008,202663,942,371663,676,000平成 20年度

92,6040355,135,3965,354,028355,459,465355,228,000平成１9 年度

△47,7440308,495,744654,174308,482,906308,448,000差　引　額

（単位：円）

歳　　　　　　　　出歳　　　　　　入
予 算 現 額区　　　分

不 用 額翌年度繰越額支 出 済 額収入未済額収 入 済 額

688,55701,873,4436,4002,577,2432,562,000平成 20年度

261,90203,088,09822,4003,345,1343,350,000平成１9 年度

426,6550△1,214,655△16,000△767,891△788,000差　引　額

（単位：円）

歳　　　　　　　　出歳　　　　　　入
予 算 現 額区　　　分

不 用 額翌年度繰越額支 出 済 額収入未済額収 入 済 額

597,76608,058,23408,818,3718,656,000平成 20年度

226,56008,125,44008,493,6758,352,000平成１9 年度

371,2060△ 67,2060324,696304,000差　引　額

（単位：円）

歳　　　　　　　　出歳　　　　　　入
予 算 現 額区　　　分

不 用 額翌年度繰越額支 出 済 額収入未済額収 入 済 額

51,335,08401,755,365,9165,711,1741,843,692,0971,806,701,000平成 20年度

46,012,30001,717,038,7005,163,6211,791,376,9771,763,051,000平成１9 年度

5,322,784038,327,216547,55352,315,12043,650,000差　引　額

（単位：円）

歳　　　　　　　　出歳　　　　　　入
予 算 現 額区　　　分

不 用 額翌年度繰越額支 出 済 額収入未済額収 入 済 額

173,9060277,988,094118,450279,645,445278,162,000平成 20年度

（単位：円）

歳　　　　　　　　出歳　　　　　　入
予 算 現 額区　　　分

不 用 額翌年度繰越額支 出 済 額収入未済額収 入 済 額

13,970,2100160,326,7900174,295,326174,297,000平成 20年度

18,835,55701,813,732,44301,832,576,9111,832,568,000平成１9 年度

△4,865,3470△1,653,405,6530△1,658,281,585△1,658,271,000差　引　額

（単位：円）

歳　　　　　　　　出歳　　　　　　入
予 算 現 額区　　　分

不 用 額翌年度繰越額支 出 済 額収入未済額収 入 済 額

30,122,17702,299,560,823210,748,5912,325,541,0042,329,683,000平成 20年度

22,967,29702,429,539,703194,827,6952,454,072,2132,452,507,000平成１9 年度

7,154,8800△129,978,88015,920,896△ 128,531,209△122,824,000差　引　額

（単位：円）
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二
人
の
職
員
に
よ
る
公
金
着

服
に
つ
い
て
、
一
方
は
公
表
し
、

も
う
一
方
は
被
害
団
体
が
公
表

を
望
ま
な
い
と
い
う
意
思
に
配

慮
し
て
、
公
表
し
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
職
員
の
懲
戒
処
分

に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
公
正
か

つ
適
正
を
図
る
た
め
、
懲
戒
処

分
審
査
会
が
開
か
れ
、
そ
の
報

告
を
町
長
は
ど
の
よ
う
に
受
け

取
り
、
公
表
に
踏
み
切
っ
た
の

か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
懲
戒
処
分
公
表
基
準

第
５
条
に
お
い
て
「
被
害
者
が

公
表
を
望
ま
な
い
場
合
は
公
表

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。」と
規

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
長
は

こ
の
条
項
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
次
に
、
七
戸
町
と
天
間
林
村

が
合
併
し
て
以
来
、
交
通
違
反

事
案
を
含
め
て
、
懲
戒
処
分
の

対
象
と
な
っ
た
人
数
は
い
か
ほ

ど
か
、
ま
た
、
当
町
に
お
い
て
、

公
益
通
報
者
保
護
法
に
基
づ
き
、

今
ま
で
告
発
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

　
次
に
、
町
三
役
に
つ
い
て
の

懲
戒
処
分
規
定
が
な
い
中
、
い

か
な
る
条
文
を
適
用
し
て
、
副

町
長
の
減
給
処
分
を
し
た
か
、

そ
の
事
情
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
一
方
は
公
表
し
、
も
う
一
方

は
公
表
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

先
般
の
議
会
議
員
全
員
協
議
会

で
説
明
し
た
と
お
り
で
す
が
、

公
表
し
な
い
こ
と
へ
の
疑
義
や

批
判
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
ま
す
が
、
被
害
を
受
け
た

団
体
が
公
表
を
望
ま
な
い
こ
と

の
意
思
を
尊
重
し
、
公
表
基
準

に
従
っ
て
公
表
し
な
い
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
職
員
の
懲
戒
処
分

に
当
た
っ
て
は
、
懲
戒
処
分
審

査
会
は
４
回
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
法
的
な
内
容
や
見
解
等
い

ろ
い
ろ
な
事
例
を
参
考
に
し
て
、

法
律
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

や
県
か
ら
見
解
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
公
金
の
一
時
借
用
と

い
う
こ
と
で
、
結
果
的
に
は
横

領
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
懲
戒

免
職
処
分
と
い
う
こ
と
で
決
断

い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
害
を
受
け
た
団
体

が
公
表
を
望
ま
な
い
場
合
は
、

公
表
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
そ
う
い
う
疑
問
を

抱
か
れ
な
い
よ
う
に
、
公
表
基

準
の
運
用
に
つ
い
て
、
見
直
し

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
合
併
以
来
、
懲
戒
処

分
の
対
象
者
数
は
５
名
あ
り
、

ま
た
、
内
部
通
報
に
よ
る
事
例

に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
懲
戒
処
分
規
定
は
、

現
職
の
一
般
職
員
が
対
象
で
、

特
別
職
の
職
員
は
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
の

臨
時
議
会
で
私
と
副
町
長
の
給

料
減
額
条
例
を
議
決
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
私
ど

も
が
当
時
の
上
司
と
し
て
か
か

わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
道
義
的

責
任
と
現
在
の
立
場
を
踏
ま
え

て
の
責
任
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
最
近
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

全
国
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定

都
市
に
お
け
る
、
入
札
と
そ
の

分
析
結
果
が
報
じ
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
平
均
落
札
率
が
最
も

低
か
っ
た
の
は
、
大
分
県
の

　
・
６
％
、
政
令
市
で
は
さ
い

７７た
ま
市
の
　
・
５
％
で
あ
り
ま

７３

し
た
。

　
本
県
の
落
札
率
は
、
数
年
前

ま
で
は
　
％
で
推
移
し
て
お
り

９０

ま
し
た
け
ど
、
そ
の
後
は
　
％
８０

台
後
半
で
推
移
し
て
い
る
と
報

じ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
七

戸
町
の
平
均
落
札
率
と
県
下
　４０

市
町
村
の
落
札
率
を
知
り
た
い
。

　
次
に
、
町
の
平
成
　
年
度
か

１８

ら
平
成
　
年
６
月
ま
で
の
平
均

２１

落
札
率
に
つ
い
て
、
知
り
た
い
。

　
ま
た
、
透
明
性
あ
る
入
札
制

度
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
町

の
指
名
業
者
に
お
い
て
、
各
種

保
険
加
入
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
知
り
た
い
。 

　
七
戸
町
の
平
成
　
年
度
の
平

２０

均
落
札
率
は
　
・
５
％
と
な
っ

９３

て
お
り
、
平
成
　
年
度
の
数
値

１９

で
あ
り
ま
す
が
、
県
内
他
市
町

村
の
平
均
落
札
率
は
、
市
部
に

お
い
て
は
、
青
森
市
　
・
６
％
、

９２

八
戸
市
　
・
６
％
、
弘
前
市
　
・

８４

８７

４
％
、
十
和
田
市
　
・
９
％
、

９３

町
村
部
で
は
、
東
北
町
　
・
３

９２

％
、
野
辺
地
町
　
・
３
％
、
六

９２

戸
町
　
・
８
％
、
と
な
っ
て
お

９５

り
ま
す
。

　
次
に
、
七
戸
町
に
お
け
る
　１８

年
度
か
ら
　
年
度
の
平
均
落
札

２１

率
は
、
平
成
　
年
度
　
・
２
％
、

１８

９４

平
成
　
年
度
　
・
３
％
、
平
成

１９

９４

　
年
度
　
・
５
％
、
そ
し
て
、

２０

９３

平
成
　
年
度
は
８
月
現
在
　
・

２１

９１

９
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
入
札
制
度
に
か
か
わ
る

各
種
保
険
の
加
入
状
況
で
す
が
、

大
部
分
の
保
険
加
入
が
進
ん
で

い
る
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
全
て
の
業
者
が
加
入

し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

一
般
質
問

町
　
長

当
町
の
平
均
落
札
率

と
指
名
業
者
の
各
種

保
険
加
入
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

議
　
員

 懲戒処分公表基準第５条の条項をどう考えるか
 三役については､いかなる条文を適用したか

川
村
三
十
三
　
議
員

議
　
員

町
　
長
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職
員
の
守
秘
義
務
と
は
、
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
不
祥
事
を
起
こ

し
た
一
人
の
職
員
に
つ
い
て
、
隠

ぺ
い
工
作
し
た
の
か
ど
う
か
聞
き

た
い
。

　
先
般
の
議
会
議
員
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
職
員
の
公
金
不
祥
事

に
関
わ
る
説
明
終
了
後
、
配
布
資

料
を
回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
残
念
な
こ
と
に
非
公
表
で

あ
っ
た
は
ず
の
内
容
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
公
務
員
の
守
秘
義
務
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
、

職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
厳
し
い

指
摘
を
受
け
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

職
員
の
中
に
も
公
表
あ
る
い
は
非

公
表
に
つ
い
て
、
疑
問
が
あ
る
と

感
じ
る
の
は
否
め
な
い
事
で
は
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
職
員

の
管
理
体
制
が
悪
い
と
改
め
て
反

省
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ

な
い
よ
う
に
、
全
職
員
に
対
し
て

法
令
遵
守
を
徹
底
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
時
、
私
が
副
町
長
で

現
在
の
副
町
長
が
担
当
課
長
時
代

に
、
今
回
の
不
祥
事
に
つ
い
て
隠

ぺ
い
工
作
し
た
と
い
う
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
お
詫
び

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
か
な

か
っ
た
こ
と
で
非
常
に
反
省
し
て

お
り
ま
す
。

　
私
が
当
時
、
平
成
　
年
度
に
担

１９

当
課
長
と
し
て
在
職
し
て
い
た
時

の
不
祥
事
に
つ
い
て
、
平
成
　
年
２０

４
月
に
派
遣
職
員
と
し
て
他
団
体

に
派
遣
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
事
が

発
覚
し
た
こ
と
で
す
の
で
、
そ
の

時
点
で
は
、
後
任
者
に
事
務
引
継

ぎ
も
し
な
か
っ
た
し
、
詳
細
に
つ

い
て
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
中
央
公
園
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
の
宿
泊
施
設
の
取
り

扱
い
が
、
昨
年
ま
で
は
企
画
財
政

課
で
施
設
の
取
り
扱
い
業
務
を

行
っ
て
い
て
、
今
年
度
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
が
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
度
分
ま
で
と
今

年
度
の
８
月
ま
で
の
利
用
状
況
及

び
職
員
の
勤
務
体
制
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
特
に
、
職
員
の
勤
務
体

制
に
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
今
年
の

８
月
の
一
番
忙
し
い
時
期
に
頑

張
っ
て
勤
務
し
て
い
た
１
名
の
職

員
が
、
現
在
、
体
調
を
壊
し
て
休

ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
宿
泊
業
務

と
い
う
も
の
が
、
ど
の
く
ら
い
大

変
な
の
か
、
町
当
局
、
教
育
委
員

会
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
の
職
員
の

配
置
に
つ
い
て
、
今
後
、
事
前
に

町
長
と
教
育
長
で
協
議
す
る
よ
う

な
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
伺
い
た

い
。

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
施

設
の
取
り
扱
い
は
、
平
成
　
年
度

２０

ま
で
は
企
画
財
政
課
で
管
理
し
て

お
り
、
職
員
３
名
と
作
業
員
を
５

名
配
置
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
職
員
の
勤
務
体
制
に
つ
い
て
は
、

適
材
適
所
で
配
置
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
非
常
に
忙
し
さ
と
い
う

も
の
も
あ
り
、
そ
し
て
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
た
中
に
お
い
て
、
一
人

の
職
員
が
体
調
を
壊
し
た
と
い
う

報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
勤
務
体
制
の
中
で
何
か
問
題
が

あ
っ
た
の
か
十
分
調
査
し
て
、
今

後
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
全
体
的
な
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

現
在
、
定
年
退
職
等
に
よ
り
職
員

数
が
か
な
り
減
少
し
て
き
て
お
り
、

各
課
の
職
員
体
制
も
不
足
し
て
い

る
よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
職
員
の
健
康
状
態
等
を
把

握
し
な
が
ら
、
職
員
体
制
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
職
員
配
置
関
係
に
つ
い

て
、
今
後
、
教
育
委
員
会
部
局
と

連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
か

ら
中
央
公
園
の
施
設
を
管
理
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
職
員
３

名
、
作
業
員
３
名
（
昨
年
ま
で
作
業

員
は
５
名
で
あ
っ
た
が
、
今
年
か

ら
家
族
旅
行
村
の
業
務
が
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
２
名
減
員

と
な
っ
た
。）
を
配
置
し
て
、
こ
の

う
ち
事
務
職
員
１
名
は
中
央
公
園

各
施
設
の
利
用
受
付
と
宿
泊
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か

土
・
日
・
祝
祭
日
及
び
宿
泊
時
の

当
直
に
１
名
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
清
掃
業
務
員
を
宿
泊
時
の
翌

日
に
２
名
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
で
す
が
、
４
月
は
無
く
、

５
月
は
研
修
ホ
ー
ル
１
団
体
　
名
、

４９

宿
泊
者
数
は
延
べ
１
１
８
人
で
す
。

６
月
は
研
修
ホ
ー
ル
１
団
体
　
名
、

６０

宿
泊
者
数
は
延
べ
１
３
３
名
で
す
。

７
月
は
研
修
ホ
ー
ル
１
団
体
　
名
、

２０

宿
泊
者
数
は
延
べ
１
７
３
名
で
す
。

８
月
は
６
団
体
１
４
８
名
、
宿
泊

者
数
は
延
べ
４
６
１
名
で
す
。
４

月
か
ら
８
月
ま
で
の
施
設
利
用
者

は
８
８
５
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

職員の守秘義務とは、また、不祥事を起
こした職員について隠ぺい工作したのか

議
　
員

町
　
長

田
島
　
政
義
　
議
員

副
町
長

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
利
用
状
況
及
び
職

員
の
勤
務
体
制
は

議
　
員

町
　
長

教
育
長
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長
引
く
不
況
の
た
め
町
財
政

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
、

限
ら
れ
た
税
金
を
い
か
に
確
保

す
る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
税
金
は

地
域
住
民
に
還
元
さ
れ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
昨
今
の
不
況
に
よ
り
所
得
の

減
少
と
い
う
厳
し
い
状
況
に

あ
っ
て
、
納
税
者
は
生
活
を
切

り
詰
め
な
が
ら
納
税
し
て
い
る

中
に
お
い
て
、
町
税
や
国
民
健

康
保
険
税
及
び
税
外
諸
収
入

（
例
え
ば
、
住
宅
使
用
料
、
保

育
料
、
水
道
使
用
料
等
が
入
り

ま
す
。）に
お
け
る
収
入
未
済
額

が
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
は
、
現
年
度
課
税
徴
収

率
が
　
％
を
下
回
っ
た
こ
と
に

９３

よ
り
、
財
政
調
整
交
付
金
が
減

額
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　
当
町
の
収
入
未
済
額
は
平
成

　
年
度
末
に
お
い
て
、
全
体
で

２０４
億
１
２
７
９
万
２
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
、
町
税

の
滞
納
額
は
１
億
５
４
９
２
万

８
千
円
で
、
国
民
健
康
保
険
税

に
お
い
て
は
２
億
２
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
年
間
事
業
の
一
割

弱
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
で
は
滞
納
整
理
に
日
夜
努

力
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

今
後
、
町
税
等
滞
納
者
の
徴
収

対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
税
務
課
以
外
の
他
課

か
ら
職
員
の
協
力
・
応
援
を
得

て
、
徴
収
月
間
を
設
け
る
な
ど

し
て
、
徴
収
を
行
政
全
体
で
取

り
組
む
考
え
が
な
い
か
伺
い
た

い
。 

　
こ
こ
数
年
来
の
経
済
不
況
の

影
響
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
生

活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
い
町
税
等
の
徴

収
率
も
低
下
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
決
算
に
お
け
る

２０

町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
徴

収
率
は
、
現
年
課
税
分
並
び
に

滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
、
調

定
総
額
　
億
４
５
９
万
８
千
円

２３

に
対
し
、
収
入
総
額
は
　
億
２

１９

２
９
７
万
９
千
円
で
徴
収
率
は

　
・
４
％
と
な
っ
て
、
前
年
度

８３徴
収
率
　
・
４
％
よ
り
２
％
減

８５

少
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
収
入
未
済
額
は
３
億

６
８
４
９
万
９
千
円
で
あ
り
、

前
年
度
の
収
入
未
済
額
３
億
３

６
０
２
万
２
千
円
と
比
較
し
て
、

３
２
４
７
万
７
千
円
、
率
に
し

て
９
・
７
％
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
介
護
保
険
料
、

町
営
住
宅
使
用
料
、
保
育
料
、

水
道
使
用
料
等
の
税
外
諸
収
入

に
つ
い
て
も
、
収
入
未
済
額
が

増
加
し
て
お
り
大
変
憂
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
で
は
滞
納
者
に
対
す
る
徴

収
対
策
と
し
て
、
通
常
的
に
は

納
税
納
付
相
談
の
徹
底
し
た
実

施
、
昼
夜
の
訪
問
徴
収
、
電
話

催
告
、
督
促
状
の
発
送
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
上
北
地
域
県
民
局
県

税
部
や
青
森
県
総
合
事
務
組
合

か
つ
て
の
滞
納
整
理
組
合
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
こ
に
臨
戸
徴
収

（
滞
納
世
帯
）
や
動
産
・
不
動

産
の
差
し
押
え
の
依
頼
を
し
た

り
、
町
独
自
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
売
、
税
金
等

の
口
座
振
替
の
促
進
な
ど
を
実

施
し
、
徴
収
率
の
向
上
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
税
等

の
収
入
は
当
町
の
大
変
貴
重
な

自
主
財
源
で
あ
り
、
よ
り
豊
か

で
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現

に
は
、
必
要
不
可
欠
な
財
源
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
さ
ら

な
る
徴
収
体
制
の
強
化
に
努
め
、

よ
り
一
層
の
徴
収
率
の
向
上
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
状
の
徴
収
担
当
職

員
が
、
若
干
手
薄
に
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
に

つ
い
て
は
、
徴
収
に
集
中
で
き

る
体
制
と
そ
れ
を
後
方
支
援
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
徴

収
体
制
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

徴
収
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
い
く
ら
か
で
も
滞
納
の

解
消
が
で
き
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
他
の
課
か
ら
の
応
援
に
よ
る

徴
収
体
制
に
つ
い
て
は
、
以
前
、

当
町
で
も
県
内
市
町
村
の
実
施

内
容
を
調
査
し
て
検
討
し
て
み

ま
し
た
が
、
全
管
理
職
に
よ
る

徴
収
体
制
で
実
施
し
て
い
る
市

町
村
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
効

果
の
ほ
ど
は
あ
ま
り
上
が
っ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
町
の
基
本
と
し
て
は
、
ま
ず
、

税
務
課
の
徴
収
体
制
を
し
っ
か

り
さ
せ
て
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
　
長

天
間
　
章
八
　
議
員

議
　
員

年々増加傾向にある町税等滞納者の
徴収対策はどのようになっているのか
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鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
は
、
そ

の
運
営
上
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
お
迎

え
し
て
お
り
ま
す
が
静
か
に
話
を

し
た
り
、
く
つ
ろ
い
だ
り
す
る
応

接
室
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
美
術
館
で
芸
術
作
品
に
触

れ
た
後
、
そ
の
思
い
を
か
み
し
め

る
喫
茶
室
が
無
く
、
さ
ら
に
売
店

も
狭
い
た
め
関
連
グ
ッ
ズ
を
買
う

場
が
少
な
く
、
売
上
に
影
響
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く

の
美
術
館
と
し
て
、
そ
の
役
割
を

果
た
す
に
は
、
あ
ま
り
に
粗
末
で

は
な
い
か
と
思
い
、
応
接
室
並
び

に
売
店
を
拡
大
し
、
喫
茶
室
を
設

置
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

　
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
の
年
間

入
館
者
数
は
、
約
２
万
８
千
人
を

超
え
て
お
り
ま
す
が
、
特
別
展
の

期
間
中
は
、
大
勢
の
来
館
者
の
た

め
販
売
ス
ペ
ー
ス
も
必
要
と
な
り
、

落
ち
着
い
て
接
客
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
の
拡
充
、
応
接
室
及
び

喫
茶
室
の
設
置
の
必
要
性
は
、
感

じ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
絵

画
等
の
美
術
品
を
保
管
す
る
上
で
、

屋
根
及
び
外
壁
の
改
修
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
美
術
館

に
と
っ
て
改
修
計
画
は
最
優
先
課

題
で
あ
り
、
財
政
上
の
理
由
か
ら

見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
今
後
、
改
修
計
画
と

併
せ
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
の
拡
充
、
応
接
室
や
喫
茶
室
の

設
置
の
必
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
つ
つ
じ
祭
り
で
は
例
年

に
負
け
ず
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客

が
天
王
神
社
や
東
門
周
辺
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
点

目
と
し
て
、
今
年
の
春
ま
つ
り
へ

の
来
客
人
数
は
昨
年
度
と
比
較
し

て
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
各

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
目
標
を
考
え
て

い
る
の
か
。
二
点
目
は
、
町
商
店

街
へ
の
観
光
客
の
流
れ
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。
三
点
目
は
、
今
年
の

春
祭
り
で
昨
年
よ
り
進
ん
だ
取
り

組
み
は
何
か
。
四
点
目
は
、「
観
光

商
業
」
推
進
の
た
め
の
今
後
の
方

向
は
ど
う
な
の
か
。
以
上
四
点
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
一
点
目
に
つ
い
て
、
七
戸
春
祭

り
に
お
け
る
主
な
イ
ベ
ン
ト
の
観

光
客
数
は
、
南
部
縦
貫
の
「
レ
ー
ル

バ
ス
と
遊
ぼ
う
」
に
約
３
千
人
、
天

王
つ
つ
じ
祭
り
に
約
３
万
人
、
上

北
・
下
北
物
産
フ
ェ
ア
に
約
８
千

２
０
０
人
、
七
戸
文
化
村
物
産
祭

り
を
開
催
し
た
道
の
駅
に
約
８
万

３
千
人
等
、
県
内
外
か
ら
当
町
を

訪
れ
て
い
た
だ
き
、
昨
年
と
比
較

し
て
１
万
人
を
超
え
る
増
加
と
推

計
し
て
お
り
ま
す
。
二
点
目
に
つ

い
て
は
、
天
王
つ
つ
じ
祭
り
に
は

昨
年
を
越
え
る
観
光
客
が
あ
り
ま

し
た
が
、
商
店
街
ま
で
出
向
い
て

買
い
物
を
す
る
方
は
少
な
か
っ
た

も
の
の
、
一
部
飲
食
店
で
は
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
店
舗
が
あ

り
ま
し
た
。
三
点
目
に
つ
い
て
、

商
工
会
で
は
、
３
０
０
円
商
店
街
、

中
央
商
店
街
お
も
て
な
し
フ
ェ
ア

を
開
催
し
、
歩
行
者
天
国
に
し
て

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
す
る
な

ど
誘
客
を
図
っ
て
お
り
ま
し
た
。

四
点
目
に
つ
い
て
、
中
心
商
店
街

で
新
た
に
観
光
地
と
商
店
街
を

セ
ッ
ト
で
周
遊
し
て
も
ら
え
る

「
お
も
て
な
し
フ
ェ
ア
」
な
ど
活

性
化
に
向
け
た
動
き
が
具
体
的
に

出
て
お
り
、
行
政
主
導
で
は
な
く

支
援
で
き
る
部
分
は
支
援
し
な
が

ら
、
行
政
と
連
携
を
密
に
し
、
新

幹
線
時
代
を
迎
え
て
の
活
性
化
策

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
今
年
度
新
た
に
「
お
も
て
な
し

フ
ェ
ア
」
を
二
日
間
開
催
し
ま
し

た
が
、
中
高
年
の
方
に
も
向
い
た

よ
う
な
内
容
で
開
催
で
き
る
よ
う

に
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
祭
り
の
入
り

込
み
予
想
は
、
特
に
そ
れ
ぞ
れ
の

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
予
想
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
担
当
課
と
し
て
は
、

前
年
度
よ
り
一
人
で
も
多
く
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
創
意
工
夫
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ

く
り
は
、
現
在
、
建
設
課
で
進
め

て
い
ま
す
。
七
戸
町
の
長
期
総
合

計
画
は
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　

１８

２７

年
度
を
目
標
と
す
る
計
画
で
す
が
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
は

ど
う
な
の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ

く
り
準
備
内
容
と
目
標
年
度
を
聞

き
た
い
。

　
町
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
に
つ
い
て
は
、
町
の
将
来

の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
役
割

を
担
っ
て
い
る
も
の
で
、
町
の
上

位
計
画
で
あ
る
長
期
総
合
計
画
及

び
県
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ

た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

準
備
作
業
は
、
平
成
　
年
度
に
基

１９

本
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
、
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す

新
町
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
目
標

年
次
は
、　

年
後
を
目
標
に
策
定

２０

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
事
務
作
業

並
び
に
策
定
委
員
会
等
で
計
画
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
　
員

町
　
長

佐
々
木
寿
夫
　
議
員

美術館に応接室並びに売店
と喫茶室を設置できないか

七
戸
春
ま
つ
り
の
来
客
数
や
、

商
店
街
へ
の
観
光
客
の
流
れ

等
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

教
育
長

長
期
総
合
計
画
と
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
の
整
合
性
は
ど
う
か
、
ま

た
準
備
内
容
と
目
標
年
度
は

議
　
員

商
工
観
光
課
長

議
　
員

町
　
長

建
設
課
長
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来
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
新

幹
線
開
業
が
、
目
前
に
迫
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
町
民
の
期
待

も
大
き
く
、
町
全
体
の
計
画
も

具
体
性
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

　
開
業
に
伴
っ
て
、
道
の
駅
に

来
年
完
成
予
定
の
新
し
い
直
売

所
は
、
広
い
売
り
場
面
積
と
幅

広
く
品
目
を
取
り
扱
う
と
い
う

こ
と
で
期
待
を
集
め
て
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
方
が
出
品
し
た
い

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
施
設
は
、
単
に
観

光
資
源
、
現
金
収
入
の
場
と
考

え
る
だ
け
で
な
く
、
人
材
や
郷

土
資
源
の
発
掘
の
場
と
は
考
え

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
農
産
物
に
し
て
も
単
に
新
鮮

な
素
材
を
販
売
す
る
だ
け
で
な

く
、
集
落
に
昔
か
ら
伝
わ
っ
て

い
る
料
理
、
ま
た
、
そ
の
土
地

な
ら
で
は
の
食
べ
方
等
に
つ
い

て
提
案
が
あ
れ
ば
、
付
加
価
値

を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
中
か
ら
、
七
戸
の
ブ
ラ
ン
ド

品
が
育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

数
々
の
商
品
の
中
で
磨
か
れ
、

た
く
さ
ん
の
視
点
か
ら
付
加
価

値
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
加
工
食
品
の
販

売
に
は
、
保
健
所
の
許
可
な
ど

衛
生
管
理
上
の
問
題
が
あ
り
、

簡
単
に
そ
の
家
庭
に
伝
わ
っ
て

い
る
味
を
、
表
舞
台
に
出
せ
ず

に
い
る
方
が
た
く
さ
ん
お
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
集
落
あ
る
い
は
グ

ル
ー
プ
単
位
で
共
同
加
工
設
備

を
作
ろ
う
と
い
う
意
欲
の
あ
る

方
に
対
し
て
、
設
備
資
金
を
あ

る
程
度
補
助
し
て
、
運
営
指
導

を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
す
れ
ば
、
出
品
者
の
資
金

的
ハ
ー
ド
ル
も
下
が
り
、
沢
山

の
ア
イ
デ
ア
を
表
舞
台
に
出
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
う
し
た
手
作
り
の
品
を
通

し
て
、
新
幹
線
が
開
業
す
る
ま

で
に
、
全
国
に
情
報
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

　
次
に
、
町
内
の
公
共
加
工
施

設
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
商

店
街
に
あ
る
空
き
店
舗
を
利
用

す
る
こ
と
は
ど
う
か
聞
き
た
い
。 

　
農
産
物
に
付
加
価
値
を
つ
け

る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
募
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
私
も
賛
同
す

る
も
の
で
、
そ
れ
が
郷
土
の
資

源
の
発
掘
に
も
つ
な
が
り
、
ひ

い
て
は
七
戸
の
ブ
ラ
ン
ド
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
加
工
設
備
の
設
置
に

対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
で
す
が
、
来
年
春
に
は
新

し
い
直
売
施
設
も
完
成
し
、
ま

た
、
新
幹
線
開
業
も
控
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
直
売
施
設
に
出

品
す
る
新
た
な
特
産
品
開
発
に

取
り
組
む
団
体
や
グ
ル
ー
プ
等

が
あ
っ
た
場
合
、
加
工
設
備
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
、
新
た
な

補
助
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う

か
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
件

に
限
ら
ず
、
町
の
補
助
金
の
交

付
は
「
七
戸
町
補
助
金
等
の
交

付
に
関
す
る
規
則
」
に
し
た
が

い
交
付
し
て
お
り
、
新
た
な
補

助
金
制
度
を
創
設
す
る
ま
で
も

な
く
、
補
助
金
の
交
付
対
象
の

事
業
に
該
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

補
助
金
の
交
付
は
可
能
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
に
対
し
て
は
、
国
や
県
の
補

助
制
度
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
と

組
み
合
わ
せ
て
、
一
番
有
利
な

方
法
で
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
私
の
公
約
で
も
、

農
業
の
加
工
品
を
作
っ
て
、
付

加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
い

て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
農
業

の
六
次
産
業
化
と
い
う
こ
と
で
、

一
次
産
業
が
物
を
作
っ
て
、
二

次
産
業
が
加
工
し
て
、
三
次
産

業
で
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
。

こ
の
一
・
二
・
三
は
足
し
て
も

掛
け
て
も
六
に
な
る
こ
と
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
、
六
次
産
業
化
と
言

い
ま
す
が
、
こ
れ
を
い
か
に
農

業
所
得
の
向
上
に
結
び
付
け
て

い
く
か
、
今
盛
ん
に
言
わ
れ
て

お
り
ま
し
て
、
町
内
に
そ
う
い

う
集
落
、
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ

が
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
補
助

制
度
を
検
討
し
な
が
ら
、
町
と

し
て
も
当
然
支
援
し
て
行
く
よ

う
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
の
中
に
あ
る

空
き
店
舗
を
利
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
今
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
簡
単
な
加
工
機

器
を
入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
の

か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
参
加
す

る
グ
ル
ー
プ
が
果
た
し
て
周
辺

に
あ
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
活
用
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
町
内
の
公
共
加
工
施
設
は

３
ヶ
所
あ
り
ま
す
が
、
利
用
さ

れ
て
い
る
の
は
１
ヶ
所
で
豆
腐

の
加
工
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
や

し
そ
ジ
ュ
ー
ス
等
の
加
工
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

町
　
長

瀬
川
　
左
一
　
議
員

議
　
員

共同加工設備設置への補助
並びに運営指導してはどうか

農
林
課
長
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新
幹
線
駅
名
が
、「
七
戸
十

和
田
」
に
決
ま
り
、
悲
願
だ
っ

た
新
幹
線
開
業
で
七
戸
町
は
大

き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
商
業
・
農
業

に
お
い
て
も
、
大
き
な
プ
ラ
ス

と
な
り
、
そ
の
た
め
に
も
利
用

客
を
ひ
き
つ
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通

量
が
多
く
な
る
箇
所
も
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
新
幹
線
利
用

客
を
ス
ム
ー
ズ
に
導
く
こ
と
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
利
用

さ
れ
る
道
路
に
つ
い
て
、
一
度

見
直
す
時
期
に
入
っ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
次
の
四
点
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
一
点
目
と
し
て
、
み
ち
の
く

有
料
道
路
か
ら
上
原
子
、
哘
、

鳥
谷
部
、
七
戸
中
学
校
前
を
経

由
し
て
、
和
田
と
高
屋
敷
の
国

道
３
９
４
号
線
を
横
断
す
る

野
々
上
・
五
十
貫
田
線
、
そ
し

て
深
持
線
の
交
通
量
が
多
い
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
整
備
す
る
の
か
。

　
二
点
目
は
、
国
道
３
９
４
号

線
で
す
が
、
十
字
路
か
ら
長
沢

へ
至
る
交
差
点
、
十
字
路
か
ら

附
田
と
花
松
と
の
間
に
至
る
交

差
点
、
榎
林
か
ら
昭
和
の
間
に

あ
る
橋
の
周
辺
が
、
交
通
量
の

増
加
や
樹
木
の
障
害
に
よ
る
視

界
不
良
等
で
通
行
に
支
障
が
生

じ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
整
備
す
る
の
か
。

　
三
点
目
は
、
県
道
で
す
が
、

中
野
、
天
間
、
一
本
木
、
石
沢

線
の
橋
付
近
の
交
通
量
が
多
く
、

榎
林
か
ら
来
る
Ｔ
字
路
の
見
通

し
が
悪
く
危
険
箇
所
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
ど
の
よ

う
に
整
備
す
る
の
か
。

　
四
点
目
は
、
新
幹
線
駅
北
口

の
道
路
で
す
が
、
町
村
合
併
時

の
約
束
で
も
あ
り
、
手
代
森
、

中
野
、
役
場
本
庁
舎
ま
で
新
し

い
道
路
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

道
路
沿
い
が
発
展
す
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
と
思
う
の
で
、
今

後
、
こ
の
道
路
新
設
計
画
を
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

　
一
点
目
に
つ
い
て
、
み
ち
の

く
有
料
道
路
か
ら
国
道
３
９
４

号
線
を
横
断
し
て
、
野
々
上
・

五
十
貫
田
方
面
に
至
る
道
路
は
、

交
通
量
が
非
常
に
増
加
し
て
い

る
状
態
で
す
。
町
で
は
、
道
路

幅
員
が
狭
い
一
部
区
間
に
つ
い

て
、
安
全
対
策
と
し
て
歩
道
の

設
置
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
幅
員
が
狭
い

区
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
青
森
市
・
み
ち

の
く
有
料
道
路
か
ら
新
幹
線
七

戸
十
和
田
駅
に
至
る
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
、
十
和
田
市
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
に
お
け

る
、
駅
利
用
者
を
は
じ
め
、
駅

周
辺
へ
向
か
う
車
両
の
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

危
険
箇
所
の
解
消
に
努
め
な
が

ら
、
国
道
４
号
線
バ
イ
パ
ス
開

通
ま
で
に
、
利
用
者
に
対
す
る

誘
導
対
策
や
安
全
対
策
と
し
て
、

案
内
標
識
や
観
光
Ｐ
Ｒ
看
板
の

設
置
を
国
・
県
等
に
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
二
点
目
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
町
で
は
、
国
道
３
９
４
号
線

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
に
お
い

て
、
榎
林
バ
イ
パ
ス
、
花
松
バ

イ
パ
ス
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、

国
・
県
等
に
要
望
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
年
３
月
、
榎
林

バ
イ
パ
ス
に
事
業
調
査
費
と
し

て
、
１
億
２
千
万
円
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
花
松
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
も
粘
り
強
く
要

望
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
附
田
・
花
松
間
の

歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
が
劣
化

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
そ

の
修
繕
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
他
に
、
長

沢
・
十
字
路
線
は
道
路
に
木
の

枝
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

地
権
者
と
協
議
し
な
が
ら
木
の

伐
採
等
を
し
て
、
車
両
の
通
行

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
三
点
目
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
県
に
、
中
野
・
十
字
路
間
の

歩
道
の
拡
幅
整
備
を
要
望
し
、

現
在
完
成
し
て
供
用
さ
れ
て
い

る
所
で
す
。
ま
た
、
側
溝
の
改

修
に
つ
い
て
も
、
そ
の
都
度
要

望
し
、
部
分
的
に
改
修
工
事
が

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
大
き
な
要
望
項
目
で
す

が
、
天
間
舘
橋
は
幅
員
が
狭
く
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
自
体
も
非
常
に

老
朽
化
し
て
い
る
現
状
で
す
が
、

現
在
、
県
で
は
橋
梁
長
寿
命
化

の
補
修
で
済
ま
せ
て
い
る
状
況

で
す
。
町
で
は
、
根
本
的
に
橋

の
幅
員
が
狭
い
こ
と
か
ら
架
け

替
え
と
、
橋
と
附
田
か
ら
の
町

道
と
県
道
が
Ｔ
字
路
で
交
差
す

る
箇
所
が
、
非
常
に
見
通
し
が

悪
く
危
険
箇
所
で
あ
る
こ
と
か

ら
交
差
点
の
安
全
策
と
併
せ
て
、

県
に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
四
点
目
に
つ
い
て
、
合
併
時

点
で
の
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
大
き
な
事
業
と
し
て
、
新
幹

線
駅
北
口
か
ら
森
ノ
上
地
区
に

向
け
て
の
道
路
新
設
で
あ
り
ま

す
が
、
当
初
計
画
で
は
事
業
費

６
億
５
０
０
万
円
で
平
成
　
年
２１

度
ま
で
の
完
成
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
が
、
財
政
上
の
理

由
で
新
幹
線
駅
周
辺
整
備
事
業

が
優
先
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
　
年
以
降
に
先
送
り
し
た

２３

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

事
業
費
で
す
が
当
初
の
計
画
を

精
査
し
た
と
こ
ろ
　
億
円
を
超

１１

え
る
事
業
費
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
て
、
現
在
も
先
送
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
当
然
十
分
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、
本
庁
舎

と
支
所
庁
舎
を
直
結
す
る
道
路

で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
こ

れ
か
ら
財
政
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
　
員

町
　
長

田
嶋
　
弘
一
　
議
員

新幹線駅開業に伴い、主要
道路の整備計画はあるのか



平成21年 11 月 議 会 だ よ り 第18号　(12)

　
教
育
基
本
法
で
は
「
智
・
徳
・

体
」
の
修
得
を
三
本
柱
と
し
て

掲
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

修
得
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
基
礎

と
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
醸
成
や
社
会
性
の
育
成
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
よ
う
と
い
う

環
境
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
思
春
期
を
迎
え
る
中
学
生

に
と
っ
て
、
よ
り
多
く
の
仲
間

や
友
達
を
得
ら
れ
る
環
境
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
天
間
林
地
区
に
お
い
て
は
、

概
ね
、
天
間
東
小
学
校
と
天
間

西
小
学
校
の
児
童
は
、
そ
れ
ぞ

れ
榎
林
中
学
校
と
天
間
舘
中
学

校
に
そ
の
ま
ま
進
学
す
る
わ
け

で
す
が
、
小
規
模
校
の
優
位
性

も
考
慮
し
つ
つ
、
教
育
環
境
の

醸
成
の
た
め
に
、
天
間
林
地
区

の
中
学
校
の
統
合
を
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
学
校
運
営
を
立
案
・
指
導
し

て
い
く
べ
き
教
育
委
員
会
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
一
点
目
と
し

て
、
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
数

の
減
少
の
推
移
は
い
か
よ
う
で

し
ょ
う
か
。
二
点
目
は
、
教
育

環
境
の
効
率
的
な
整
備
の
観
点

か
ら
、
統
合
の
必
要
性
は
い
か

が
な
も
の
か
。
教
育
長
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

　
一
点
目
に
つ
い
て
、
榎
林
中

学
校
の
今
後
の
一
年
生
か
ら
三

年
生
ま
で
の
生
徒
数
の
推
移
を

見
る
と
、
平
成
　
年
度
　
人
、

２１

５３

平
成
　
年
度
　
人
、
平
成
　
年

２２

４６

２３

度
　
人
、
平
成
　
年
度
　
人
、

４９

２４

４９

平
成
　
年
度
　
人
と
少
々
増
加

２５

５８

傾
向
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
天
間
舘
中
学
校
の
生
徒
数

の
推
移
を
見
る
と
、
平
成
　
年
２１

度
１
６
７
人
を
ピ
ー
ク
に
、
毎

年
５
人
程
度
の
減
少
傾
向
の
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
二
点
目
に
つ
い
て
、
榎
林
中

学
校
は
生
徒
数
の
減
少
か
ら
、

少
人
数
で
の
学
習
を
行
っ
て
い

る
現
状
か
ら
、
多
く
の
友
達
同

士
か
ら
学
ぶ
機
会
が
限
定
さ
れ
、

多
様
な
体
験
の
機
会
が
少
な
く
、

団
体
競
技
が
出
来
な
い
等
に
よ

り
、
社
会
性
を
身
に
付
け
た
り
、

人
間
形
成
の
場
の
確
保
が
ま
ま

な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
一
方
、
小
規
模
校
の
特

色
を
生
か
し
て
、
個
別
指
導
に

よ
り
生
徒
ひ
と
り
一
人
の
力
を

伸
ば
し
た
り
、
生
徒
と
教
師
と

の
ふ
れ
あ
い
な
ど
が
あ
り
、
生

徒
指
導
上
の
問
題
も
少
な
い
現

状
で
あ
り
ま
す
。
天
間
林
地
区

の
中
学
校
の
統
合
を
考
え
た
場

合
、
教
育
環
境
の
効
率
的
な
整

備
の
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
も

天
間
林
地
区
の
地
域
の
意
思
が

大
事
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ

つ
、
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　
年
後
の
生
徒
数
の
推
移
で

１０
す
が
天
間
東
小
学
校
に
入
学
予

定
の
児
童
は
、
６
歳
児
　
人
、

１４

５
歳
児
　
人
、
４
歳
児
　
人
、

１４

１３

３
歳
児
　
人
、
２
歳
児
７
人
、

１２

１
歳
児
　
人
と
な
っ
て
お
り
、

１８

こ
の
状
態
で
学
年
進
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
各

施
設
の
修
繕
等
に
お
い
て
、
町

の
運
営
努
力
に
は
感
謝
申
し
上

げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
施

設
の
老
朽
化
が
激
し
く
町
民
に

利
用
い
た
だ
く
に
は
、
忍
び
難

い
施
設
が
幾
つ
か
あ
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
町
の
管
理

施
設
の
う
ち
、
早
急
に
建
替
え

若
し
く
は
移
転
す
べ
き
施
設
は

あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
町
行
財
政
事
務
改
善

委
員
会
の
役
割
と
構
成
メ
ン

バ
ー
、
そ
し
て
現
在
ど
の
よ
う

な
案
件
が
上
が
っ
て
い
る
の
か

聞
き
た
い
。

　
昨
年
度
か
ら
小
・
中
学
校
等

の
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
七
戸
幼
稚
園
、
天
間

舘
中
学
校
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
、
今
年
度
末
に
開
催
予
定
の

青
森
県
耐
震
診
断
改
修
判
定
委

員
会
に
諮
り
、
そ
の
結
果
が
わ

か
っ
た
時
点
で
、
町
行
財
政
事

務
改
善
委
員
会
に
諮
り
、
町
の

す
べ
て
の
施
設
を
総
合
的
視
野

に
立
っ
て
、
建
替
え
や
移
転
も

含
め
た
再
編
計
画
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
行
財
政
事
務
改
善
委
員
会
は
、

平
成
　
年
度
に
行
政
改
革
大
綱

１８

を
策
定
し
た
進
捗
状
況
を
調
査

し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策

を
立
て
る
こ
と
が
主
な
役
割
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
構
成
メ
ン

バ
ー
は
副
町
長
が
委
員
長
と
な

り
、
課
長
全
員
で
構
成
し
て
お

り
ま
す
。
今
、
主
な
案
件
は
職

員
定
員
管
理
、
給
与
の
見
直
し
、

手
数
料
の
見
直
し
等
で
あ
り
ま

す
が
、
特
に
、
合
併
時
点
で
検

討
施
設
が
　
施
設
あ
り
ま
し
た

７３

が
、
順
次
廃
止
や
指
定
管
理
業

務
委
託
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現

在
、
残
っ
て
い
る
　
施
設
の
検

２６

討
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
な
お
、
課
長
補
佐
ク

ラ
ス
７
人
で
編
成
し
て
い
る
施

設
有
効
利
用
検
討
委
員
会
等
を

設
置
し
て
、
鋭
意
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
長

議
　
員

附
田
　
俊
仁
　
議
員

天間林地区中学校生徒数減少の
推移と統合の必要性はないか

学
務
課
長

町
の
管
理
施
設
で
早

急
に
建
替
え
若
し
く

は
移
転
す
べ
き
施
設

は
な
い
か
、
ま
た
、

町
行
財
政
事
務
改
善

委
員
会
と
は

議
　
員

教
育
長

総
務
課
長
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新
町
長
が
就
任
し
て
５
ヶ
月

目
に
入
り
ま
し
た
が
、
町
長
の

選
挙
公
約
の
中
で
、
特
に
「
町

の
元
気
は
、
農
業
が
元
気
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
説
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
農
業
振

興
の
重
要
性
、
強
化
取
り
組
み

を
訴
え
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
基
本
方
針
・

理
念
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に
次

年
度
に
向
け
た
強
化
策
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
な
少

子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
農
業

の
担
い
手
不
足
、
高
齢
化
に
加

え
て
食
料
や
農
業
を
め
ぐ
る
諸

情
勢
の
厳
し
い
変
化
も
あ
り
、

農
地
面
積
の
減
少
が
深
刻
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
食

料
自
給
力
を
強
化
す
る
た
め
に

は
、
農
業
生
産
の
基
礎
で
あ
る
、

農
地
の
確
保
や
有
効
利
用
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
特
に
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
町

に
お
い
て
も
同
様
と
考
え
ま
す
。

　
国
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら

２１

平
成
　
年
度
に
お
い
て
、
耕
作

２５

放
棄
地
の
発
生
要
因
、
荒
廃
状

況
、
権
利
関
係
、
引
き
受
け
手

等
々
の
要
因
を
踏
ま
え
、
耕
作

放
棄
地
を
再
生
利
用
す
る
取
り

組
み
に
お
い
て
、
総
合
的
・
包

括
的
に
支
援
す
る
「
耕
作
放
棄

地
再
生
利
用
緊
急
対
策
」
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
農
業
振
興
対
策
を

進
め
る
上
で
、
一
点
目
と
し
て
、

今
日
ま
で
耕
作
放
棄
地
の
現
状

を
解
消
す
る
た
め
の
強
化
策
を

ど
の
よ
う
に
と
っ
て
き
た
の
か
。

　
二
点
目
は
、
こ
の
対
策
に
対

し
、
国
で
は
二
分
の
一
の
補
助

若
し
く
は
事
業
内
容
に
よ
っ
て

は
全
額
補
助
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
強
力

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
さ

ら
に
上
乗
せ
の
助
成
金
を
充
て

る
考
え
は
あ
る
か
ど
う
か
。

　
三
点
目
は
、
そ
の
上
で
、
さ

ら
に
面
的
集
積
を
進
め
る
有
効

と
考
え
ら
れ
る
農
地
集
積
加
速

化
事
業
が
あ
る
が
、
そ
の
事
業

に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
ど

う
か
。
以
上
三
点
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
ま
た
、
農
産
物
加
工
に
つ
い

て
、
色
々
な
助
成
事
業
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
こ
ま
め
に
説
明

会
等
を
設
け
て
い
た
だ
け
る
か

ど
う
か
聞
き
た
い
。 

　
一
点
目
に
つ
い
て
、
ま
ず
、

耕
作
放
棄
地
の
現
状
で
す
が
、

七
戸
町
管
内
に
２
３
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
は
、

今
年
の
７
月
に
「
七
戸
地
域
耕

作
放
棄
地
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
解

消
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
二
点
目
に
つ
い
て
、
耕
作
放

棄
地
の
再
生
事
業
に
対
し
て
は
、

国
の
補
助
事
業
で
概
ね
経
費
の

半
分
が
補
助
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
再
生

に
か
か
る
費
用
の
う
ち
労
務
費

と
機
械
経
費
に
つ
い
て
は
、
取

り
組
み
主
体
の
労
務
費
を
費
用

換
算
し
た
も
の
と
、
自
己
所
有

機
械
の
損
料
相
当
額
が
補
助
対

象
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
実
支

出
額
が
少
な
く
済
む
よ
う
な
仕

組
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
町
の
上
乗
せ
補
助

の
考
え
は
あ
る
の
か
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
む

農
家
の
生
産
意
欲
を
喚
起
さ
せ

る
た
め
に
も
、
農
家
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
よ
う
な
方
向
で
、

一
部
助
成
を
当
然
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
三
点
目
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
、

国
の
平
成
　
年
度
補
正
予
算
に

２１

盛
ら
れ
た
事
業
で
、
大
規
模
化

を
進
め
る
た
め
、
農
地
の
出
し

手
に
１
万
５
千
円
を
、
最
長
で

５
年
間
交
付
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
本

当
に
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

農
業
委
員
会
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
昨
日
、
農
林
水
産

省
の
方
で
、
こ
の
事
業
の
凍
結

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
政
権
サ
イ
ド
が

平
成
　
年
度
補
正
予
算
に
お
け

２１

る
新
規
事
業
実
施
に
つ
い
て
、

補
正
予
算
の
凍
結
を
い
ろ
い
ろ

行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

農
地
集
積
加
速
化
事
業
は
、
残

念
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
出

来
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
農
政
全
般
に
つ
い
て
、

国
の
農
政
の
動
向
を
に
ら
み
な

が
ら
、
対
応
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
が
、
た
だ
町
と
し
て
は
、
意

欲
の
あ
る
農
家
に
対
し
て
、
で

き
る
限
り
助
成
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
加
工
に
か
か

わ
る
助
成
に
つ
い
て
は
、
事
業

内
容
を
し
っ
か
り
見
な
が
ら
、

必
要
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
農

閑
期
を
利
用
し
て
説
明
会
等
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

田
嶋
　
輝
雄
　
議
員

耕作放棄地解消の強化策を、国の
補助金に上乗せする考えはないか

議
　
員

町
　
長
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◎
議
会
議
員
全
員
協
議
会

　
開
催
日
　
平
成
　
年
８
月
　
日

２１

２１

　
案
　
件
　
①
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
者
選
定
に
つ
い
て

②
南
・
北
駅
前
広
場
外
シ
ェ
ル
タ
ー
建
築
工
事

③
七
戸
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事

④
七
戸
町
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
機
械
設
備
工
事

⑤
七
戸
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
内
　
容
　
企
画
財
政
課
長
・
新
幹
線
建
設
対
策
課
長
・
総
務
課
長

か
ら
事
業
者
選
定
、
各
工
事
、
条
例
改
正
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
　
年
８
月
　
日

２１

２５

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項
に
つ
い
て

②
平
成
　
年
度
滞
納
状
況
に
つ
い
て
（
住
宅
・
水
道
・

２０

下
水
道
の
各
使
用
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
、
建
設
課
長
及

び
上
下
水
道
課
長
よ
り
平
成
　
年
度
の
滞
納
状
況
の

２０

説
明
を
受
け
た
。

◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
　
年
８
月
　
日

２１

２６

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項
に
つ
い
て

②
平
成
　
年
度
滞
納
状
況
及
び
不
納
欠
損
に
つ
い
て

２０

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
、
税
務
課
長
よ

り
平
成
　
年
度
の
滞
納
状
況
等
の
説
明
を
受
け
た
。

２０

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
　
年
８
月
　
日

２１

２７

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項
に
つ
い
て

②
平
成
　
年
度
滞
納
状
況
に
つ
い
て
（
奨
学
資
金
貸
付

２０

金
・
後
期
高
齢
者
保
険
料
・
保
育
料
）

③
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い
て
（
学
務
課
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
、
各
関
係
課
長

よ
り
滞
納
状
況
に
つ
い
て
、
学
務
課
長
よ
り
特
別
支

援
教
育
支
援
員
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
　
年
８
月
　
日

２１

２８

　
案
　
件
　
①
第
３
回
定
例
会
提
出
議
案
等
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
総
務
課
長
、
企
画
財
政
課
長
か
ら
提
出
議
案
等
の
説

明
を
受
け
た
後
、
会
期
日
程
、
請
願
・
陳
情
・
意
見
書

等
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
開
催
日
　
平
成
　
年
９
月
　
日

２１

１１

　
案
　
件
　
①
定
例
会
提
出
議
案
の
訂
正
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
担
当
課
長
よ
り
訂
正
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◎
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
　
年
　
月
　
日
・
　
日

２１

１０

１４

２０

　
案
　
件
　
①
議
会
広
報
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
　
月
発
行
の
議
会
だ
よ
り
第
　
号
の
編
集
方
針
に
つ

１１

１８

い
て
の
協
議
及
び
記
事
の
校
正
等
を
行
っ
た
。

　「
地
肥
え
て
茄
子
大
な
り
」

七
戸
秋
ま
つ
り
は
天
候
に
恵
ま

れ
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
元

気
な
七
戸
人
を
表
し
た
と
感
じ

ま
し
た
。
祭
り
の
あ
と
は
稲
刈

り
農
作
業
で
大
わ
ら
わ
で
す
ね
。

今
年
は
台
風
の
直
撃
が
な
く
安

堵
し
て
い
ま
す
。

　
新
政
府
が
発
足
し
、
抜
本
改

革
を
表
明
し
て
ガ
ソ
リ
ン
税
暫

定
税
率
や
所
得
控
除
の
廃
止
、

そ
し
て
、
地
方
税
の
税
財
源
配

分
の
見
直
し
が
あ
り
大
幅
な
改

革
を
す
る
よ
う
で
す
。
地
方
自

治
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
の
か
、
町
の
補
正
予
算
や
来

年
度
の
予
算
は
深
刻
か
つ
慎
重

に
財
政
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
心
を
引
き
締
め

て
取
り
掛
か
ら
ね
ば
と
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
に
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
通
じ

て
逐
一
説
明
と
報
告
を
す
る
の

が
つ
と
め
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
盛
田
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長
　
附
　
田
　
俊
　
仁

副
委
員
長
　
松
　
本
　
祐
　
一

委
　
　
員
　
川
　
村
　
三
十
三

　
　
　
　
　
盛
　
田
　
恵
津
子

　
　
　
　
　
瀬
　
川
　
左
　
一

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

は
、
毎
年
行
な
わ
れ
て
お
り
ま

す
、
県
町
村
議
会
議
長
会
開
催

の
町
村
議
会
広
報
研
修
会
へ
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
、
広
報
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
深
沢
徹
氏
で
、

「
議
会
広
報
の
作
り
方
」
と
題

し
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
　
年
９
月
　
日

２１

２５

深沢徹講師の講演の様子


